
（特非）　エコプランふくい

（認特）　おかやまエネルギーの未来を考える会

福井とタンザニアの節電所・発電所共同事業

「岡山版・自然エネルギー 100％プラット
フォーム形成事業」

節電所認定勉強会 2 回

節電所認定 72,743 kWh

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 60 ％

実　践

ひろげる助成

2年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
新型コロナウイルスでタンザニア渡航ができなかっ
たため、リモートでの打ち合わせによるドドマ市民
ソーラーの運用管理、非電化農村のソーラー状況調
査、特産品手配・送付、Zoom交流会を開催した。一
方、タンザニア連携の節電所推進では、勉強会やイベ
ント出展により募集を行い70,000kWh以上の節電
所認定を行った。また、タンザニアでのソーラー「施
工・管理運用マニュアル」作りの準備をもとに日本
の災害用電源に活用する学習会を開催できた。

活動内容と成果
自治体にゼロカーボンを促すため27市町村にアン
ケート調査をするとともに、研究者の協力を得て課
題解決の参考となるようロードマップ案や先進事例
を記載した冊子を作成。2021年度に配布する予定。
2020年7月には岡山県が「二酸化炭素実質ゼロ宣言」
を行い、岡山市が「世界首長誓約」に署名。岡山市の
場合は、活動1年目に当法人が岡山市とともに市民共
同発電所全国フォーラムを開催したことが契機と
なった。さらに2021年2月には岡山市を含む13市町
が連名で「二酸化炭素実質ゼロ宣言」を行い県内のほ
ぼ半数が表明した。

課　題
タンザニア市民共同発電所を作り非電化農村を再生
可能エネルギーで賄う。福井では発電量をオフセッ
トする節電所を設置する。共同運営体制で持続可能
な社会づくりをめざす。

目　標
①市民共同発電所システム作りと現地NPOとの共同
運営体制作り②発電所1か所、700kWh/年③オフ
セットの節電量1400kWh/年

課　題
地球温暖化防止や持続可能な地域づくりのためには
再生可能エネルギーの導入拡大、エネルギーの地産
地消が重要であるが、行政、一般市民とも関心が低
く、誤解もある。

目　標
自治体がゼロカーボン宣言をすることや、人材育成
講座やユースチームの活動を通じて県民・若者世代
に再生可能エネルギーの導入意欲が高まること。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスでタンザニア渡
航ができず、現地での活動ができな
かった。

■工夫した点
Zoomでの打ち合わせの頻度を増や
し、カウンターパートに調査や交流
会の手配、特産品の配送を行っても
らった。

■苦労した点
高校生と大学生が中心となって主催
したセミナーであったが、準備段階
で部活や受験、就活などで時間調整
が難しかった。

■工夫した点
緊張をほぐすためにファシリテー
ターの学生が和やかな雰囲気を作っ
てくれ、楽しかった・勉強になった
という感想が多かった。

タンザニアの非電化農村へのソーラー設置、ソーラー運用マニュアルによる長期
使用の技術提供を行うこと（日本の災害用独立ソーラーのマニュアルにも活用）
と、日本の節電所認定を更にすすめる。

企業に、社会が脱炭素の流れになっていることを周知することや、断熱改修のワー
クショップ事例を作り、再エネ+断熱改修でゼロカーボンが達成できることを提案
していきたい。若者の活動も継続していく予定。

今後の
展望

今後の
展望

タンザニアZoom交流会タンザニアZoom交流会

中高生が考える地球温暖化対策セミナー中高生が考える地球温暖化対策セミナー

タンザニア連携節電所募集の啓発タンザニア連携節電所募集の啓発

白馬高校生による断熱改修の様子白馬高校生による断熱改修の様子
を視察を視察

連続人材育成講座 80 人

自治体への提案書作成 300 部

今年度計画の達成度 75 ％

目標達成度 60 ％

  福井県・タンザニア

 岡山県


